
 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策にかかる教育環境の充実について 

 

 

１ 背景 

(1) 児童生徒・保護者の状況 

３月２日からの学校の臨時休業の継続に伴い，家庭での子どもの学力保障など，子

育てに対する負担・不安感が増加している。 

(2) 家計への影響 

外出自粛要請や休業要請などにより，収入が急激に落ち込むなど家計が急変するお

それがある。 

 

２ 教育環境の充実に向けた対応方策 

(1)  感染予防・まん延防止の強化 

○ マスクの配布 

  ・ 児童生徒に対し，布製マスク（２枚）を，登校日（５月７日または８日）等に

配布【新規】 

(2) 市民生活の維持 

   ○ 学校の臨時休業への対応 

・ 小学校休業期間中の子どもの家等の午前中からの開設 

    ・ 給食費の返還 

   ○ 子どもの学力保障  

    ・ オンラインによる学びなどの機会を確保するＩＣＴの活用【新規】別紙１～３ 

・ 夏季休業期間短縮等による授業日数確保（今後，詳細を決定） 

○ 家計が急変した世帯に対する支援  

    ・ 就学援助費支給及び奨学資金貸付・返還猶予の所得要件について，急激な所得

の減少を考慮するなどの弾力的な運用【奨学資金貸付の弾力的運用は新規】 

   

３ スケジュール 

  ３月～    小学校休業期間中の子どもの家等の午前中からの開設 

         給食費の返還 

         就学援助及び奨学資金返還猶予の所得要件の弾力的運用 

４月下旬～  奨学資金貸付の所得要件の弾力的運用 

  ５月～    児童生徒への布製マスク（２枚）の配布 

オンラインによる学びなどの機会を確保するＩＣＴの活用 

  学校再開後～ 夏季休業期間短縮等による授業日数確保   
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オンラインによる学びなどの機会を確保するＩＣＴの活用について 

 

１ 取組内容 

  双方向でやりとりできるツールの確保 

現在，学校が児童生徒や保護者とつながる手段は，ほぼ一方向（※）となっているため，健

康状態の確認や安否確認，毎日の課題提示や学習の進捗確認による学習機会を確保する必要が

あることから，双方向でやりとりできる連絡体制を整備する。 

※ 一斉メール配信システム，学校ホームページによる周知，学校の代表Ｅメールアドレス 

⇒双方向の連絡ツール：「まなびポケット」の活用（詳細は別紙２） 

通信事業者が提供する教育プラットフォームで，各社デジタル教材の活用や，メッセージの

送受信，ファイルの共有，学校ごと・クラスごとの掲示板など，様々なサービスを活用（無料）。 

 

  学習機会の確保 

感染症の感染拡大防止のため登校や外出が制限されているなか，課題プリントの配布や家庭

での確認により対応しているが，子どもたちの学びの機会を確保する必要があることから，家

庭においても子どもだけで意欲的・主体的に学習に取り組める環境を早急に整備する。 

⇒オンラインで行う学習サービス：eboard
イ ー ボー ド

の活用（詳細は別紙３） 

民間団体が作成した動画とデジタル問題集で，１人１人のつまずきをサポートするＩＣＴ自

学教材（約 2,500 本の映像授業，7,000 問のデジタル問題，動画と連動した教材）により，家庭

での学習内容を強化（無料）。 

※ いずれの取組も，小中学校から配布されるアカウントを入力し，インターネットに 

アクセスすることで利用可（スマートフォンでも利用可能） 

 

２ 各家庭への対応 

 デジタル教材を活用できる端末やインターネット環境が整っている家庭は，５月に配布予定

の操作マニュアル等に基づき，利用を開始する。 

※ 操作・設定方法がわからない家庭に対しては，教員や事業者によるサポートにより，

円滑な導入を図る。 

 端末等を確保できない家庭に対しては，時間差登校等で学校のパソコン室を開放して利用を

促したり，登校が困難な場合は，課題プリントの手渡しなどの代替手段によりサービスを提

供する。 

 今回導入を予定しているサービスは非常に簡易なものであり，「GIGAスクール構想（1人1台

端末，大容量ネットワーク環境の整備）」の実現に向け，より高度なオンライン学習への移行

を視野に，効果的な活用方策を検討する。 

 

 

別紙１ 



2 
 

３ 今後のスケジュール 

 ４月下旬～ 運用ルール及び教員向けマニュアルの作成 

児童生徒や保護者向けの操作方法マニュアルの作成 

     家庭学習支援の活用方法の研究 

 ５月～    テスト校で導入・実施，全小中学校で運用開始 
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別紙２ 

提供：ＮＴＴコミニケーションズ株式会社 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別紙３ 

提供：ＮＰＯ法人 eboard



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


